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自由民主党千葉市議会議員団 

◎パラグアイ・アスンシオン市訪問 

 ４月２０日に日本を出発し、２１日から２４日まで

千葉市の姉妹友好都市であるパラグアイ共和国アスン

シオン市に訪問して参りました。（日程は下段参照） 

 今回の訪問は、本年（２０１９年）が日本とパラグ

アイの外交関係樹立１００周年にあたり、千葉市とア

スンシオン市が２０２０年１月１日に姉妹都市締結５

０周年を迎えることからの公式訪問でした。 

 千葉市長のアスンシオン市訪問は２４年ぶりという

ことで、大変歓待して下さいました。 

 到着した２１日の夜は、トヨトシナオユキ前駐日パ

ラグアイ大使邸宅で歓迎夕食会が開催され、２２日は先ず、アスンシオン市役所・市

議会を訪れ、マリオ・フェレイロ市長、オスカー・ロドリゲス議長に表敬訪問。次い

パラグアイ・アスンシオン市を訪問しました！ 

マリオ・フェレイロ市長と共に 

でＪＩＣＡパラグアイ事務所、パラグアイ工

業連盟、パラグアイ外務省等を訪問し、夜は

パラグアイ日本人造りセンターでアスンシオ

ン市主催の歓迎レセプションが開催されまし

た。２３日はアスンシオン市郊外の広島県福

山市に本社がある常石造船の工場（アスティ

ジェロ・ツネイシ・パラグアイ）や、日系人

が作った前原城（御影城）を見学しました。 

 常石造船は２代目社長が沼隅町（福山市に

合併）の町長として、パラグアイに移民を

送ったことからパラグアイとの関係が深く、

ラプラタ川水系の河川輸送船の造船と輸送事

業を行なっているとのことでした。 

 その後、空港近くのパラグアイ・オリン

ピック委員会を訪問し、カミロ・ペレス・ロ

ペス・モレイラ会長らと面談した後、空路、

イグアス市へ移動し、イグアス移住地内の朝

日リゾートでの歓迎会に出席。 

２４日はパラグアイとブラジルの共同プロ

ジェクト（水力発電）であるイタイプーダム

等を見学しました。 

        

  アスンシオン市訪問スケジュール   
      

  月  日 日   程   

  ４月２０日(土) 日本出発（羽田空港出発）   
    、   

  ４月２１日(日) パラグアイ、アスンシオン到着   

    前駐日パラグアイ大使主催の歓迎夕食会に出席   
        

  ４月２２日(月) アスンシオン市役所、市議会訪問   

    ＪＩＣＡ、パラグアイ外務省訪問   

    アスンシオン市主催の歓迎レセプションに出席   
        

  ４月２３日(火) 常石造船パラグアイ工場視察、前原城視察   

    パラグアイ・オリンピック委員会訪問   

    イグアス市に移動し、イグアス移住地訪問   
        

  ４月２４日(水) イグアス・３国国境地帯観光戦略視察   

    （イタイプーダムを見学し、ブラジルへ移動）   

    ブラジル、フォス・ド・イグアス空港出発   
        

  ４月２５日(木) コロンビア、メデジン到着   
        

  ４月２６日(金) メデジン視察   
        

  ４月２７日(土) コロンビア、メデジン出発   
        

  ４月２８日(日) 機中   
        

  ４月２９日(月) デンマーク、コペンハーゲン到着   
        

  ４月３０日(火) コペンハーゲン視察   
        

  ５月 １日(水) コペンハーゲンからロンドンへ移動   
        

  ５月 ２日(木) ロンドン視察   
        

  ５月 ３日(金) イギリス、ロンドン出発   
        

  ５月 ４日(土) インド・ベンガルール視察   
        

  ５月 ５日(日) 帰国（成田空港到着）   
        

        



※市政に関するご相談・ご意見・ご提案などお気軽にご連絡下さい。 ◎川村ひろあき事務所 

〒２６２－００４２ 

千葉市花見川区花島町４８０－６ 

ＴＥＬ： ０４３－２５０－１０２１ 

ＦＡＸ： ０４３－２５０－００７１ 

◎「ＪＩＣＡパラグアイ事務所」について 

イグアス移住地にて ＪＩＣＡパラグアイ事務所にて アスンシオン市議会にて 

 パラグアイへのＪＩＣＡボランティア派遣は１９７８年に始まり、これまでの累計

派遣人数が１７００名を超えているそうです。これはアフリカのマラウイに次いで２

番目に多く、本年４月１日現在、５２名の方がパラグアイで活動されているとのこと

でした。 

 活動ジャンルは看護師、教師など多岐にわたるそうですが、今回、現地で活動され

ている５名の方から体験談を伺いました。このうちの一人が千葉市の方で、しかも私

の長男のクラスメイトで大変驚きました。 

◎イグアス移住地について 

 イグアス移住地はパラグアイの東部地域に位置し、ブラジルと国境を接するアル

ト・パラナ県イグアス市にあります。 

 １９６１年から入植が開始され、約２２０世帯の日系移住者が居住しています。総

面積は約８万７０００ヘクタール。日系人の主な事業は大型機械化農業による大豆、

小麦栽培で、近年は永年作物としてマカデミアナッツも栽培されております。 

 また移住地ではイグアス農業協同組合が結成されていて、農作物の販売以外に年間

約２万トンの小麦粉を生産している製粉工場や家畜用飼料工場、スーパーなども経営

しておりました。 

 またイグアス市は人口約１万２７００人。河野マウロ市長はパラグアイ唯一の日系

人市長で、イグアス市ではこれまでも日系人が市長を務めていたことがあり、議員も

日系人がおりました。 

 今回のイグアス移住地訪問は、飛行機の便の関係から夜の９時過ぎになってしまし

ましたが、会場となった朝日リゾート（移住地のイグアス湖［調整池・人造湖］畔に

つくられたイベント施設）に大勢の日系人の方々が出迎えて下さり、和太鼓演奏をし

て下さったり、地元でとれた作物を使った日本料理でおもてなしをして下さったりと

大変歓待していただきました。 

 イグアス移住地では日本文化がしつかり継承されていることを実感しましたし、地

球の反対側にも素晴らしい日本人コミュニティがあることを誇らしく思いました。 


